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はじめに
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	 副室 1	 沖ノ島・特集展示
	 副室 2　	 正倉院文書	
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　2012・2013 年度はいわば 2 次的な展示プランにとどまっていたものが，2014 年度に日展が加わ
ることによって，立体的でより具体的な展示プランへ統合された。この展示プランは館内委員会議
で詳細な検討を行った後，2 度の展示リニューアル委員会にはかり，館外委員の意見を得た。それ
をもとに，2015 年度も引き続き詳細設計が進められ，2015 年 8 月末に詳細設計の完成となる。展
示資料に関しては，2013 年度と同様に，実物資料の長期借用にかかわる各研究機関との調整が行
われ，同時に複製資料や大型模型の製作が実施された（図 3）。










　・2014 年 8 月 4 日・5 日
　　議事：展示設計提案書，各テーマ構成，展示予定資料，展示資料配置図（平面図・展開図）の
検討




　・2014 年 4 月 4 日・28 日，5 月 26 日，7 月 28 日，10 月 27 日，2015 年 1 月 13 日，2 月 23 日，
3 月 23 日
　　議事：各テーマの詳細設計，予算の進捗状況，今後の実施計画についての検討
【総合展示リニューアル運営会議】
　　第 1 回　2015 年 3 月 10 日
　　・1 室新構築事業の工程の説明と今後の予定，閉室時期について検討・報告
【総合展示第 1 室新構築展示設計審査会】
　　2015 年 4 月 25 日（大学共同利用法人人間文化研究機構本部で開催）
　　・各社による企画提案の聴講




　　2014 年 5 月 26 日，9 月 3 日，10 月 8 日，12 月 25 日，2015 年 1 月 8 日
　映像打ち合わせ（映像製作の全般について検討）
　　2014 年 11 月 5 日
　テーマ別打ち合わせ
　　大テーマⅠ：2014 年 6 月 23 日，7 月 31 日，9 月 29 日，11 月 5 日，2015 年 1 月 14 日，
	 2 月 13 日・18 日
　　大テーマⅡ：2014 年 6 月 12 日，7 月 4 日，8 月 18 日，9 月 4 日，10 月 16 日，11 月 27 日，
			　　　　　　　2015 年 1 月 29 日，2 月 23 日，3 月 3 日
　　大テーマⅢ：2014 年 6 月 4 日，7 月 17 日，9 月 5 日，10 月 27 日，12 月 2 日・19 日，
　　　　　　　　2015 年 1 月 26 日，2 月 25 日，3 月 9 日
　　大テーマⅣ：2014 年 6 月 13 日，7 月 22 日，10 月 3 日，11 月 14 日，2015 年 1 月 21 日，
	 2 月 12 日，2 月 16 日・20 日
　　大テーマⅤ：2014 年 6 月 13 日，7 月 24 日，10 月 3 日，11 月 14 日，2015 年 1 月 21 日，
	 2 月 12 日・20 日





	 2 月 12 日，2 月 16 日
　　副室 1　沖ノ島・特集展示：2014 年 6 月 25 日，7 月 22 日，7 月 24 日，11 月 17 日
　　副室 2　正倉院文書：2014 年 6 月 25 日，7 月 22 日，10 月 22 日，11 月 21 日，2015 年 1 月 27 日，
2 月 18 日
3　資料製作活動の概要
1）　複製資料と大型模型の製作目的
















エネコ	Felis	silvestris	catus である。同遺跡では 2005 ～ 2007 年度，および 2011 年度に実施され
た発掘調査により，日本列島で最古となる同種の骨が 3 体分確認された。成獣の橈骨が弥生時代の
遺構から 1 点，若獣 2 体分
（1）
の後肢を中心とした骨が同時代の貝層中から 13 点出土し，AMS 炭素
14 年代測定の結果，若いネコの骨については紀元前 2 世紀を中心とした時期（2140 ± 25 14C BP（350
～ 50cal BC））に属することが判明している［納屋内・松井，2008，2011］。







能性を示す古い出土例としては，紀元前約 7,500 年のキプロス島の埋葬例［Vigne	et al., 	2004］と紀
33













によると 8 ～ 9 世紀以降，考古資料
（3）
で
は 6 世紀末～ 7 世紀中頃以降，動物遺体自体の出土例
（4）


























































































　林部　均　　国立歴史民俗博物館　研究部　教授（副代表，2015 年 3 月まで）


























































































2 地点の発掘調査―平成 19 年度文部科学省科学研究費補助金基盤研究 B（2）」．129―144．
納屋内高史・松井章　2011．カラカミ遺跡出土の動物遺存体（まとめにかえて）．「壱岐カラカミ遺跡Ⅲ―カラカミ遺
























（ 8 ）――松井 章氏のご教示による。




渋谷綾子　2014．国立歴史民俗博物館総合展示第 1 室（原始・古代）の新構築事業―2012 年度活動報告．国立歴史
民俗博物館研究報告 186：277―293．






（2015 年 4 月 10 日受付，2015 年 7 月 27 日審査終了）
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[国立歴史民俗博物館総合展示第1室（原始・古代）の新構築事業]……渋谷綾子・上 奈穂美
資料調査の様子 生体復元模型の製作（復顔） 生体復元模型の製作（ポージング）
複製資料の製作（型どり（1）） 複製資料の製作（型どり（2）） 複製資料の納品検査
土層断面の剥ぎ取り（薬品の含浸） 土層断面の剥ぎ取り（1） 土層断面の剥ぎ取り（2）
展示資料の配置の打ち合せ 映像コンテンツの打ち合わせ 造作物の打ち合わせ
図 3　展示予定資料の調査や製作，業者との打ち合わせの様子
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国立歴史民俗博物館研究報告
第 201集　2016年 3月
2　簡易模型（母ネコ） 3　簡易模型（仔ネコ）
1　簡易模型（母仔ネコ）のポージング案
図 4　イエネコ復元模型のポージング案（1），簡易模型（2・3）
